
【原の《技術者一口メモ》〔04〕】 

6.10「時の記念日」にちなみ―天智天皇の業績と文化技術― 

来年 2027 年は、天智天皇が西暦 667 年に飛鳥から近江大津宮に都を遷されてから 1360

年となります。現在の滋賀県大津市の発展の原点が大津宮遷都に始まります。 

私の住む雄琴から約 10 キロメートル南、近江神宮近くの大津市錦織地区一帯が大津宮跡

地であることが今から 39 年前の昭和 53 年に明らかになっております。 

昭和 53 年は、奇しくも私が社会人一年生として琵琶湖開発事業に携わった年で、近江神

宮近くの当時の水資源開発公団の独身寮から大津市役所横の建設事務所までの通勤途中の

地が、当に大津宮跡地そのものでありました。今ここに 1350 年の時を超えて歴史的史実を

改めて認識して、極めて灌漑深いものがあります。 

そこで、今回の《技術者一口メモ》は、大津宮遷都 1360 年にちなみ、総合的技術者であ

る天智天皇が行った政治・経済・文化の多方面にわたる数々の目覚ましい業績とベンチャー

精神に富む文化技術導入について「日本書紀」他から紹介したいと思います。 

皆様にとって、リベラルアーツ醸成の一助になれば幸いです。 

［Ⅰ］中大兄皇子・天智天皇当時の略年表 

西暦 626 年  34 代舒明天皇の皇子として誕生 

西暦 645 年  中大兄皇子と中臣鎌足による「大化の改新」 

（公地公民制による天皇を中心とする中央集権国家の建設） 

西暦 660 年  中大兄皇子が「初めて漏剋を作り、民をして時を知らしむ」（日本書紀） 

西暦 663 年  「白村江の戦い」倭・百済軍が唐・新羅軍に敗れる 

西暦 667 年   大津宮遷都（667～672 大津京時代） 

西暦 670 年   「庚午年籍」の完成（日本最古の全国的な戸籍） 

西暦 671 年   「近江令」の制定 

西暦 671 年   漏剋を大津京に移す（日本書紀） 

西暦 672 年   天智天皇近江宮にて崩御  弘文天皇（大友皇子） 

西暦 672 年   「壬申の乱」 

天智天皇の弟の大海人皇子（後の天武天皇）が、天智の子である大友皇子

（弘文天皇）を首長とする近江朝廷に対して起こした古代最大の内乱。 

 

のちに荒都となった大津京跡を嘆く柿本人麻呂の歌 

淡海（あふみ）の海 夕波千鳥 汝が鳴けば  

情（こころ）もしのに 古（いにしへ）思ほゆ 

 

昭和 49 年（1979）   大津市錦織二丁目の住宅地の一角で発掘調査開始 

昭和 53 年（1983）   大津市錦織地区一帯が大津宮跡地であることが判明 



［Ⅱ］政治的業績 

① 西暦 645 年 「大化の改新」による天皇を中心とする中央集権国家の建設 

② 西暦 670 年 日本最古の戸籍である「庚午年籍」の完成、土地制度の改革（班田収授） 

③ 西暦 671 年 都を近江大津京に定めて、我が国の法律の源である「近江令」を制定 

④ 激動する東アジア情勢の中で、外敵の侵攻の脅威から国を守り、「国家」と言う枠組み

を固めた。 

西海防衛 

   この年、対馬・壱岐・筑紫国などに防人とすすみ（のろし台）をおいた。また筑紫に大堤

を築いて水を貯えた。これを水城と名づけた。 

 

西暦 668年 日本書紀によると 

「時に、近江国、武（つわもの）を講（なら）ふ。 

又多（さは）に牧（うまき）を置きて馬を放つ」 

 

［Ⅲ］文化技術（文化・学芸・産業） 

① 水時計（漏刻）と時刻制 

    日本書紀によると、 

西暦 660 年 

「皇太子、初めて漏剋を造る。民をして時をしらしむ。」 

西暦 671 年天智天皇 10 年 4 月 25 日 

「置漏尅於新臺。始打候時動鍾鼓。始用漏尅。此漏尅者天皇爲皇太子時始親所製造也。

云々。」 

「漏剋を新しき台（うてな）に置く。はじめて候時（とき）を打つ。鐘鼓を動（とどろか）

す。始めて漏剋を用ゐる。此の漏剋は、天皇の、皇太子に為（ましま）すときに、はじめて

親（みづか）ら製造（つく）れる所なりと、云々。」 

 

上記の 4 月 25 日は、グレゴリオ暦で 6 月 10 日になるので、大正時代にこの日を「時の記

念日」と制定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     漏刻モニュメント（近江神宮） 漏刻模型（近江神宮・時計館） 



 

天智天皇が皇太子の時に造った漏刻に 

ついては、660 年 5 月の条に見え、この漏 

刻とみられる遺構が、飛鳥の水落遺跡で発 

掘されている。（復元図参照） 

 漏刻とは、時間の経過とともに容器内の 

水位を常に一定に上昇させて、時間を測る 

装置である。このため、水槽を階段状に 

四段ないし五段に並べ、この最下段の水槽 

には時を測るため、一定間隔に刻みをつけ 

た浮箭が取り付けてあり、水位が上がるに 

したがって浮箭も上昇してくる仕組みである。 

最下段に注ぐ水の量が常に一定になるよう、 

サイフォンなどを利用して行われたよう 

である。（漏刻模型参照・茶色の逆 U 字型）    漏刻復元図「大津京と万葉歌」より 

 

漏刻に関する万葉集からの歌 

「時守の 打ち鳴らす鼓 数（よ）み見れば 時にはなりぬ 逢はなくも怪し」 

 

② 越国、燃土、燃水 

    日本書紀によると西暦 668年 

「越の国 燃ゆる土 燃ゆる水をたてまつる」 

 

燃ゆる土『燃土』は石炭・泥炭とも言われてきましたが、近年では天然アスファルトのこ

ととされ、燃ゆる水『燃水』とは石油のことです。『越の国』は、現在の新潟県、なかでも

現在の胎内市（旧黒川村）であったといわれます。黒川村は、昔、川の流れが黒くなるほど

燃水が湧き出したことから、「黒川」の地名がついたと伝えられています。 

昭和 30 年代までは、手掘り井戸で原油が採掘され、灯火などに利用されていたとのこと

です。 

 

③ 天智朝の製鉄 

    日本書紀によると西暦 670年 

「水碓（みずうす）を造りて  鉄（かねわかす）」 

水碓（水力の臼）を造って鉄を鋳た 

 

 製鉄に関して短く記されている。おそらく、その原料である鉄鉱石を細かく砕くのに、最

新技術の水車を用いて石臼で行った製鉄のことを言ったのであろう。 

近江の鉄製産に関しては、瀬田川の東の低丘陵や西岸の南郷の丘陵には、大津京時代を含



むその前後の多くの製鉄遺跡が存在する。大津京の造営や、軍事関連の鉄製品制作のため

の製鉄作業が、盛んに行われていたようだ。 

 

④ 学校制度を創始し国民教育の道を開く 

官立学校「庠序」（しょうじょ） 

 7世紀の半ばには、天智天皇が当時の先進国の唐に範をとった初めての官立学校 

「庠序」を創っている。 

 

⑤ 小倉百人一首の巻頭の天智天皇の御製 

 

「秋の田の かりほの庵の 苫をあらみ わが衣手は 露にぬれつつ」 

 

は広く国民に親しまれ、歌かるたの祖神としても仰がれています。 

近江神宮では、かるた祭（かるた開きの儀）として、正月の名人位・クイーン位決定戦が行

われています。 
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